
  

こんにちは、ふれディア通信編集部です。 今年もあとわずかですね。 一年の疲れをとってお正月をゆっくり

過ごそうと、年末年始は温泉宿で過ごす方もいらっしゃると思います。 日常では味わえない独特な開放感が、

何よりの魅力でしょうか。 今では宿泊そのものが目的となっていることもありますが、そもそも宿の起源は現

代よりも何倍もの時間がかかったその昔、旅の途中の寝るところであったり、食を提供してくれるところだった

わけです。 訪れた先で、無償で自宅を開放してもてなしたのが始まりとされています。 親切心からというの

はもちろんですが、旅人がもたらしてくれる外の情報に触れることにも大きな魅力や意味があったことでしょ

う。 奈良時代になると仏教の力が強くなり各地に寺院を建設しますが、これに伴って宿坊なども発達していき

ました。 そして、こうした公的な宿だけでなく、有償で食事を出したり宿泊させたりといった私的な宿も営ま

れるようになっていったそうです。 ところで、世界最古の宿はどこにあるかご存じでしょうか？ 実は、日本

にあります。 2011 年にギネスで認定された山梨県の秘境にある西山温泉「慶
けい
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という宿で、なんと！創

業はおよそ 1300 年前、飛鳥時代（705 年）だそうですよ。 長野県や静岡県との県境にあり、峠を越える旅

人たちのために宿を営んだのが始まりで、現在の当主は５３代目。 千年以上一度もかれることのない源泉に恵

まれていて湯量も豊富、泉質も申し分ない温泉です。 武田信玄や徳川家康など多くの武将や文人も訪れ、愛さ

れてきた宿というのも興味深いですね。 ちなみに、世界最古の宿の２位、３位も日本にあり、兵庫県の城崎温

泉「千年の湯 古
こ

まん」、石川県の粟津温泉 「法師
ほ う し

」だそう。 世界を見渡しても創業１００年を超える宿は

多くはないのですが、その中で日本は一番多く、約 6０％を日本の宿が占めているそうです。 土地の旬の食材

を使った料理やお酒、くつろげる温泉、上質なおもてなし、風情のある美しい建物、周りの豊かな自然や奥深い

歴史・文化など、さまざまな魅力をじっくり堪能できる老舗の宿。 いつかゆっくりと過ごしてみたいものです。 

それでは今年も１年大変お世話になりました。 来年もどうぞよろしくお願いいたします。 


